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序　　　文序　　　文序　　　文序　　　文

　日本国政府はバングラデシュ国政府の要請に基づき、同国の北部ダッカ下水網緊急整備計画に

かかる予備調査を行うことを決定し、国際協力事業団が株式会社日水コン及び三井金属資源開発

株式会社との契約により実施しました。

　当事業団は、平成 12 年５月 15 日から６月 3 日まで予備調査団を現地に派遣しました。

　この報告書が、今後予定される基本設計調査の実施、その他関係者の参考として活用されれば

幸いです。

　終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。
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－1－

1. 1. 1. 1. 要請の背景要請の背景要請の背景要請の背景・経緯・経緯・経緯・経緯

　バングラデシュ国の首都であるダッカ市は、旧市街地から北に向かって市街地が拡大され都市

化が進行している。これは、市の北部地域が、旧市街地である南部地域に比べて、標高が高く洪

水被害が少ないため、人口流入が激しく、急激な人口増加を続けているからである。

　同市の下水道施設は、当時統治国であった英国政府によって 1923 年から建設され、1940 年代

には Old Dhaka と呼ばれる旧市街地である南部地域を中心に整備された。1950 年には人口の急

激な増加に対応するため、上下水道マスタープランを策定し、実施機関として上下水道公社

（DWASA）を 1963 年設立し、鋭意、施設の整備に努めてきた。しかしながら、都市化の進行に下

水道整備が追いつかず、北部地域には下水道網がほとんど整備されていない状況にある。新興住

宅地では汚水を腐敗槽により処理しているところもあるが、大部分の家庭では汚水・雑排水を未

処理のまま雨水排水路に排出していることから、排出先である河川、湖沼が汚染され、悪臭の発

生等衛生環境の悪化を引き起こしている。

　また、同市は上水供給量のほぼ全量を市内に点在する 298 箇所の深井戸に依存しているが、過

剰揚水から地下水位が毎年 1m 低下していると観測されている。今のところ地盤沈下は発生して

いないが、人口の急増に対処するため、水源の表流水への転換が進められつつある。このため、

将来の水道水源として期待される河川の水質保全のためにも、同地域における下水道の整備は急

務になっている。

　このような状況を背景として、1995 年 5 月、同国はわが国に対してダッカ北部を対象とする

下水道整備計画調査に係る協力を要請し、1997～98 年「ダッカ北部下水道整備計画調査」を実

施した。同調査の結果、北部ダッカ地域の優先プロジェクトが提案されたが、事業の実現のため

には用地買収を始めとして事業資金を確保するための作業が残っており、これらの問題が解決し

ても完成までには 5 年以上の期間を要すると言われている。一方、我が国は 1988～90 年、無償

資金協力「下水道整備計画」によりダッカ市南部バグラ下水処理場の整備を行ったが、下水幹線

整備の遅れから、同下水処理場は能力に対して 5 割程度しか機能していない。

　バングラデシュ国政府は、開発調査の実施されたダッカ北部地域のうち、特に水質汚染の激し

いグルシヤン湖周辺に緊急に下水網を整備して湖の汚染を防止するとともに、既存の下水幹線管

路の一部を改修し、清掃機材の導入・増強により、既存管路の下水流下能力を回復させ、パグラ

終末処理場の有する処理能力を有効に活用することを目的とした本プロジェクトの実施について、

わが国に対して無償資金協力を要請した。

　そこで、要請の内容を確認するとともに、下水道施設の現状などを調べ、先方実施機関

（DWASA）の実施体制、案件実施後の維持管理能力及び財務状況等の情報及びデータを収集し、

無償資金協力として適切な対象範囲を選定するため、調査団を派遣し予備調査を実施した。
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2. 2. 2. 2. プロジェクトの背景プロジェクトの背景プロジェクトの背景プロジェクトの背景

2.12.12.12.1　国家開発計画及び関連開発計画　国家開発計画及び関連開発計画　国家開発計画及び関連開発計画　国家開発計画及び関連開発計画

　ダッカ首都圏開発庁（RAJIK）は、1997 年 UNDP の協力を得て、長期的開発目標を 2015 年、中

期的開発目標を 2005 年とした、｢ダッカ首都圏開発計画（DMDP）」を策定した。長期計画は

「Dhaka Structure Plan｣、中期開発計画は「Dhaka Urban Area Plan」としてまとめられ、ダッ

カ首都圏を 19 の戦略計画地域に分け都市開発計画が示されている。DMDP は、元々、それまでの

都市開発戦略の不適切な内容を補完することを目標としていた。しかし実際には、必要とされる

情報が不足し、課題が多岐にわたることから、DMDP は個別の都市インフラに関するそれぞれの

実施機関に対するガイドラインとしての役割を持つものとして位置付けられているにすぎない。

　ダッカ市の上下水道事業は、DWASA によって 1992 年に策定されたダッカ市の中長期的上下水

道開発計画に沿って進められているが、DMDP をもとに事業計画の整合性や妥当性の検討も加え

られている。現在実施中の Saydabad 浄水場プロジェクト、中央政府からの補助金による下水道

の拡張・リハビリプロジェクト、本件プロジェクト等のような上下水道プロジェクトは、その中

長期的上下水道開発計画の事業化プロジェクトの一例である。

　中長期的上下水道開発計画のプロジェクトを表１に示し、それに実施状況を付記した。

2.22.22.22.2　ダッカ市下水道事業　ダッカ市下水道事業　ダッカ市下水道事業　ダッカ市下水道事業

2.2.1　現状と将来計画

　ダッカ市の下水道は、統治国であった英国政府によって、1923 年に下水管網、Narinda 圧送

ポンプ場とイムホフタンク方式の下水処理場が建設された。その後 1940 年代まで現在のダッ

カ南部、Old Dhaka と呼ばれる地域を対象として下水道施設が整備された。1950 年代には、人

口の急激な増加に対応するため、上下水道マスタープランを策定し、上下水道事業の実施機関

として上下水道公社（DWASA）を 1963 年に設立した。

　1978 年には Pagla 終末処理場（計画人口約 500,000 万人、計画水量約 50,000m3/日）を建設

し、処理方式として安定化池法を採用した。その後、1990 年には、わが国の無償資金協力に

より当処理場改修工事、ポンプ場の改良、改修を実施している。

　下水道の計画としては、1992 年 2 月に報告書が提出された､“Dhaka WASA IV Project-

Saidabad Site Feasibility Study (Final Report)”がある。これは、世銀の資金を受ける

DWASA-IV 事業の一部であり、Demra 地区に浄水場の新設と Pagla 終末処理場拡張の事業の F/S

を行ったものであるが、財政的に実行が困難であると評価され、事業計画全体の見直しと事業

規模の圧縮が必要であると結論づけられた。
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表１　ダッカ市における上下水道開発計画

プロジェクト名 実施期間
事業費

(×10 万 Tk)
実施状況

PHASE Ⅰ(1992-2000)
30 DTW's under UEP (Dhaka WASA Ⅲ) 1992-1995 344.34 未確認
Other Surface Water Treatment Plants and Transmission /
Distribution Strengthening

1993-1995 533.74 未確認

Priority Primary Distribution System in Dhaka - Stage Ⅰ 1992-1995 1,287.59 実施中
Priority Primary Distribution System in Dhaka - Stage Ⅱ 1996-2000 3,593.46 実施中
Priority Strengthening & LDC in Dhaka - Stage Ⅱ 1996-2000 423.50 実施中
Saydabad - Intake and Culverts (100IMGD) 1992-1993 344.21 実施中
Saydabad - SWTP 50IMGD (Stage Ⅰ) 1992-1995 2,550.50 実施中
Saydabad - Ancillary Buildings(Stage Ⅰ) 1993-1995 96.94 実施中
Saydabad - SWTP 50IMGD (Stage Ⅱ) 1996-2000 2,555.27 実施中
Dhaka WASA Phase Ⅲ Sewerage Expansion Project 1992-1993 80.08 実施中
Dhaka WASA Phase Ⅳ Sewerage Expansion Project 1997-2000 8,733.44 実施中
T.A.Service for Management & Operation Support 1992-2000 225.50 実施中
T.A.Service for Well Monitoring and Regeneration 1993-1994 20.00 未定
T.A.Service for Commercialization Policy Review 1993-1994 22.00 未確認

Sub-Total Phase Ⅰ 20,810.57

PHASE Ⅱ(2001-2010)
Zone Development and Leakage Detection & Control 2001-2010 1,270.50 未定
Medium Term Primary System in Dhaka 2001-2005 1,472.80 承認過程
Suburban Development Support Programme (30DTW's) 2004-2007 344.34 承認過程
Pagla Surface Water Treatment Plant 2001-2005 －－－－ 準備段階
Dhaka WASA Phase Ⅳ Sewerage Expansion Project
(continued)

2001-2002 1,672.00 未確認

Narayanganj West Sewerage Project 2002-2006 6,257.02 提案過程
Dhaka North Sewerage Project - Stage Ⅰ 2007-2010 11,642.79 準備段階
T.A. Services for Programme Management and O & M Support 2001-2010 220.00 未確認
T.A. Services for Mid - Term Planning Review 2002 96.32 未定

Sub-Total Phase Ⅱ 22,975.77

PHASE Ⅲ(2011-2020)
Zone Development and Leakage Detection & Control 2011-2020 847.00 未定
Long Term Primary Distribution System Expansion 2011-2015 1,524.73 未定
Saydabad (100IMGD) SWTP - Stage Ⅲ 2015-2019 5,076.33 未定
Siddirganj (50IMGD) SWTP 2015-2019 3,296.53 未定
Dhaka (DND Area) Sewerage Project 2014-2018 8,428.04 未定
Dhaka North Sewerage Project Stage Ⅱ 2014-2017 11,000.61 未定
T.A. Service for Programme Management and O & M Support 2011-2020 316.32 未定

Sub-Total Phase Ⅲ 30,489.56
Total 74,275.90

（1992年時に策定され、本調査で見直された。）
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　その後､“Fourth Dahaka Water Supply and Sanitation Project”の一部として､“Improved

Sanitation Services (ISS)”の調査が実施され、1998 年 10 月、その調査報告書として､

“Final Feasibility Study Report of Improved Sanitation Services”が提出されている。

一方、同時期に、バングラデシュ国の要請に基づき、ダッカ市北部下水道整備計画に関わるわ

が国の開発調査が 1997 年 3 月から 1998 年 7 月まで現地調査などを通じて実施され、1998 年 7

月にその最終報告書が提出されている。

　上記のふたつの下水道計画調査が同じ時期に実施されているが、ダッカ市を旧市街地中心の

南部地域と拡大した新市街地中心の北部地域に分割し、南部地域を世銀、北部地域をわが国に

より調査を実施している。調査時期が同じであるということもあり、それぞれの計画は相手の

計画について触れている部分もあるが、計画の整合性を図ったかどうかは不明であり、両調査

の内容を比較検討する余地はあるものと思われる。特に、本要請プロジェクトに関わる既存施

設の改修・改築の計画の一部については、世銀の報告書でも事業化を検討しているので、今後

の B/D の段階では参考にすべきである。

　上記ふたつの開発計画が提案した事業化案件は、財政上の問題などから、実施に移されては

いない。しかし、例えば、下表のように下水管の接続数（1999 年 6 月末現在およびその後の

データ）を増加させており、DWASA は中央政府からの補助金を受けながら、微増ながらも下水

管面整備に鋭意努力を続けている。

表２　下水管接続数の増加状況

ゾーン名 1999 年 6 月末 月間増加数 年間増加数 計 年間増加率
I 16,880 88 685 17,565 4.1％
II 12,501 20 163 12,664 1.3％
III 4,199 0 144 4,343 3.4％
IV 0 0 0 0 0％
V 3,863 0 46 3,909 1.2％
VI 6,645 0 105 6,750 1.6％

官公庁 753 0 0 753 0％
計 44,841 108 1,143 45,984 2.5％

Data: DWASA“Management Information Report for the Month of March 2000”
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2.2.2　現在実施中の下水道案件と本プロジェクトとの関連

　1923 年～1987 年の間に整備されたダッカ市の下水道施設は、現在、維持管理上の問題や施

設の老朽化に伴う問題に直面しているが、一方では急速な人口増加に施設整備が追いつかない

状況となっている。このような状況下、DWASA は、下水道施設のリハビリ及び拡張整備を目的

とした、以下のふたつのプロジェクトを中央政府の補助金を受け、実施中である。

－Urgent Sewerage & Expansion Project（期間：1997-2001 年、予算総額：約 Tk.213 百万）

－Sewerage Construction & Rehabilitation Project（期間：1997-2002 年、予算総額：約

Tk.500 百万）

(１) Urgent Sewerage & Expansion Project

　その事業内容は以下のとおりで、①、②についてはすでに実施済である。なお、施設

位置図を図１に示す。

①Faridabad LS～上流側 870m 区間のサブ幹線管路の改修計画。

②Saydabad LS～Narinda PS 区間の幹線管路（延長 850m）のリハビリ計画。

③Tejgaon LS、Bashaboo LS、Narinda PS など 8 ヶ所におけるポンプ設備 29 台の修復工

事。修復工事に約 8 カ月、維持管理契約期間として約 3 ヶ年が予定されており、5 月

末の段階でポンプ機材調達の入札業務が進められている。ポンプ棟改修の必要性が迫

られている施設については、29 台のうち一部のポンプをポンプ棟の改修時期まで中央

資材倉庫で保管することになっている。ポンプ設備改修計画リストを表３に示す。
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表３　ポンプ設備改修計画リスト

場 所 ポンプ型式 仕  様 ポンプ No. 数量

Pagla outfall Horizontal, Centrifugal,Non-submersible
φ450×31.8m3/min×10.7m×55kW
φ300×4.5m3/min×10.7m×15kW

No.1 & 2
No.6

2
1

Narinda LS
(central new)

Vertical, Centrifugal,
Non-submersible

φ600×31.9m3/min×17.5m×95kW
φ400×11.4m3/min×17.5m×37kW

No.1,2 & 3
No.4

3
1

Asad gate LS Vertical, Centrifugal,
Non-submersible φ150×2.3m3/min×7.5m×3.7kW No.1,2 & 3 3

Tejgaon LS Vertical, Centrifugal,
Non-submersible

φ250×9.1m3/min×12m×22kW
φ250×6.8m3/min×12m×15kW
φ200×2.3m3/min×12m×11kW
including the following repair
works:
- 2 Nos of inlet sluice gates
- water proof works for pump pit

No.1 & 2
No.3
No.4 & 5

2
1
2

Bashaboo LS Vertical, Centrifugal,
Non-submersible

φ250×9.1m3/min×12m×22kW
φ200×6.8m3/min×12m×15kW
φ200×2.3m3/min×12m×11kW

No.1 & 2
No.3 & 4
No.5

2
2
1

Swamibag LS Vertical, Centrifugal,
Non-submersible

φ250×9.1m3/min×12m×22kW
φ250×6.8m3/min×12m×15kW
φ200×2.3m3/min×12m×11kW

No.1 & 2
No.3 & 4
No.5

2
2
1

P & T LS Vertical, Forced, Non-
submersible φ200×6.8m3/min×9m×15kW No.1 & 2 2

Azimpur LS Vertical, Forced, Non-
submersible φ150×2.3m3/min×9m×7.5kW No.1 & 2 2

計 29
（DWASA 資料による。）

(２) Sewerage Construction & Rehabilitation Project

　このプロジェクトが、中央政府の補助金を受け、上記プロジェクトと平行して進めら

れている。ただし、2000 年 5 月にこのプロジェクトの事業内容及び予算総額の見直しが

行われ、現在 DWASA は、LGRDC に対し予算総額を約 Tk.786 百万に増額するよう、承認申

請中である。この事業内容は以下のとおりである。

①幹線管路、サブ幹線管路、枝線管路について、総延長 36km（見直し後）のリハビリ計

画。管路仕様は、管径 200 ㎜～1,800 ㎜、管材 PVC 及び国内産のコンクリート製パイ

プ（RCC）である。36km の内、Nawbgonj LS から Narinda PS 区間、及び当路線からそ

れぞれ Medical College LS、Azimpur LS までの区間双方の延長約 6.3km については、

2000 年から 2002 年までの間に工事が実施される予定である。（図１参照）

②総延長 24km（見直し後）の枝線管路の改修。管路仕様は、管径 200 ㎜～600 ㎜、管材

PVC 及び RCC である。

③Tejgaon LS、Basyaboo LS のポンプ棟の改修、及び一部のポンプ場における電気機械

設備のリハビリ計画。本調査時には、予算増額の承認がまだ得られていなかったため、

DWASA は本調査団に対し、Tejgaon LS 及び Bashaboo LS のポンプ棟の改修計画を本件
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プロジェクトの要請項目に含めるように打診した。

④Suhrawardi Uddyan 周辺の Brick Arch 式幹線管路約 464m のリハビリ計画。

　以上、現在進行中のふたつのプロジェクトで対象となっている下水道管路施設は、本

件プロジェクト対象の下水道管路施設に接続しているため、密接に関連しているといえ

る。

2.32.32.32.3　プロジェクトサイトの状況　プロジェクトサイトの状況　プロジェクトサイトの状況　プロジェクトサイトの状況

2.3.1　自然状況

(１) 地形・地質

　｢バ」国の国土はその源流をヒマラヤ山脈に発するガンジス川とチベットに発するブラ

マプトラが合流し大河となってベンガル川に注ぐ世界最大のデルタ地帯にある。「バ」

国の大部分は広大な沖積平野で構成されている。ただし、ダッカ地域は、周囲の氾濫源

に比べ 1.5～10m（平均 6m）高い洪積粘土で形成されている平野に立地している。ダッカ

地域の平均海抜高度は 10m 程度であり、地表の起伏はほとんどない。また、ダッカ地域

の地質は、大部分が表層より深度 10m まで粘性土層であり、それ以深は層厚約 140m まで

第三紀に形成された砂質土層が分布している。

(２) 気象

　ダッカ市における最高気温は年間を通じほとんどの月で 30℃を超え、時折 40℃以上を

記録することがあり、相対湿度も高く 70％を超える状況である。年間平均降雨量は一般

に約 2,000 ㎜である。しかし、1985 年～1994 年（10 年間）のダッカ市の降雨量のデータ

によると、降雨量は最大降雨の年で約 2,850 ㎜、最小降雨の年で約 1,170 ㎜となってお

り、サイクロン等の影響を受け、年によって大幅に異なっている。

(３) 河川

　ダッカ地域は、東部で Balu 川と Lakhya 川、南部を Buriganga 川、西部を Turag 川、

また北部を Tongi 川で囲まれている。ダッカ市を含む市街地周辺部には湿地帯が散在し

ており、雨期には雨水貯留機能を発揮して浸水被害の低減に役立っている。

　雨期、乾期に分かれる降雨条件を如実に反映しているのが河川水位の変動である。

Buriganga 川における水位の季節変動は７m 近くにまで達するといわれている。また、乾

期において河川水量の著しい低下に伴い、ダッカ周辺の Lakhya 川等の河川が海水遡上の

影響を受け、河川水が時折逆流することさえある。
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2.3.2　給水状況

　ダッカ市の水道水源は、地下水がほとんどであり、深井戸（2000 年 3 月現在 298 箇所）か

ら汲み上げた地下水を配水管網により供給している。給水施設能力は地下水源 1,137,940 m3/d、

表流水源 85,170 m3/d で全体で 1,223,110 m3/d である。最新の給水データ（2000 年 3 月）に

よれば、実際に給水された量は全体で 1,033,000 m3/d で、このうち地下水が 994.460m3/d で

全体の 96％を占め、残りが表流水で 38,540 m3/d とわずかに 4％を占めるだけである。

　表流水は、現在、3 つの浄水場で処理した後、供給されている。3 つの浄水場の施設能力及

び給水量は以下のとおりである。

表４　表流水を水源とする水道施設の能力と給水実績

浄水場名 施設能力(m3/d) 実際の給水実績 (m3/d) 備    考

Dhaka 浄水場 39,100 14,750 ～ 27,090

N.Ganj 浄水場東施設 1,070 330 ～ 420

N.Ganj 浄水場西施設 45,000 13,000 ～ 25,030

計 85,170 29,600 ～ 50,350

注）1999 年 7 月～2000 年 3 月までのデータに基づく。DWASA“Management Information Report

for the Month of March 2000”より

　水道水の需要増に対応するため、表流水を利用する計画である。最近、地下水位の低下が報

告されており、貴重な地下水を有効に利用する観点からも、雨季を中心として表流水を利用す

るような水道事業を推進する施策を展開している。世銀融資の「Fourth Dhaka Water Supply｣

はその施策にしたがって実施している案件である。

　世銀融資プロジェクト「Fourth Dhaka Water Supply」の Saydabad 浄水場建設の進捗を視察

した。このプロジェクトでは、Balu 川が Lakhya 川に合流する地点から約 500m 下流の地点で

河川水を取水し、途中潅漑用水路を経由して、浄水場へ運び処理する（計画浄水量 230,000m3/

日）計画である。現在、基礎工事はほぼ終了しており、沈殿池などの一部施設の躯体工事が進

められている。工事は今後さらに約 2 年かかり、2002 年に供用開始予定である。当初予定よ

り約 1 年工事が遅れている。本工事は以下のような構成で実施されている。浄水場土木工事

（IDA 融資、韓国のコントラクター)、導水路工事（IDA 融資、中国のコントラクター)、浄水

場管理棟（IDA 融資、バングラデシュのコントラクター)、機械電気設備（フランス政府の無

償援助)。

2.3.3　水環境及び生活環境の状況

　下水道未整備地域では、新興住宅地や高級住宅のように汚水を腐敗槽（セプティックタン
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ク：SepticTank）により処理したあと排水路などに排出している場合を除き、汚水や生活雑排

水を未処理のまま雨水排水路に排出している。このため、排水路では悪臭が発生し、最終的な

放流先である河川、湖沼は汚染され、衛生環境が悪化されている。また、これらの地域で普及

している腐敗槽（ダッカ市内で約 50,000 基）や個別トイレ（Pit Latrines）を良好に維持す

るためには、定期的な排泥作業を行い、引抜き汚泥を処理しなければならないが、これらを実

施できるような体制が整備されていない。このため、生活環境の悪化に拍車を掛ける結果と

なっている。

　一方、下水道整備地域では、分流式下水道や小口径下水道などの方式で整備が進められてい

るが、トイレからの汚水は下水管に、生活雑排水は雨水排水管に接続され排除されている。こ

れらのうち処理されているのは分流式下水道で収集された汚水だけであり、小口径下水道で収

集された汚水や雨水排水路で収集された生活雑排水は、未処理のまま、公共水域に放流される

ため、生活環境は必ずしも効果的に改善されるシステムではないようである。

　ダッカ市の旧市街地内のマンホールは、砂、汚泥、ゴミなどで詰まっている。住民のモラル

の低さからか、下水管へのゴミの直接投棄が管の目詰まりの原因ともなっているようである。

このように既存の下水管は、目詰まりのため流下能力が極端に低下し、汚水をほとんど収集で

きない状況にあると推察される。また、一部の揚水ポンプ場では、吐出側の幹線管路が目詰ま

りしているため、止むを得ず近くの排水路に夜間排出している場合もあるようである。

　このように、下水道整備地域でも、土砂・汚泥・固形廃棄物などの堆積により、管路（管

きょ、マンホールなど）の閉塞や破損が発生して、汚水が収集されず、近傍の側溝などへ汚水

が流され、最終的には近傍の河川、湖沼へ未処理のまま放流されている。このため、近傍の水

環境は、特に水の出入りが少ない乾期に悪化する状況となっている。

2.3.4　現有下水道施設とその維持管理状況

(１) 現有施設の概要

　DWASA が維持管理している下水道施設の概要を下表に示す。
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表５　現有下水道施設の概要

下水道施設 規模 内   容 備   考

下水管路 631 km

(538 km)

分流式、汚水のみを下水管で収集

生活雑排水は雨水排水路へ放流

管口径 200～1,350mm

接続箇所数 44,841

詳細は、表２を参
照

ポンプ場
（圧送）

1 ヶ所 Narinda ポンプ場 わが国の無償資金
協力で改修されて
いる

ポンプ場
（揚水）

19 ヶ所 Narinda, Saidabad, Faridabad,
Azimpur, Nawabganj, Hazaribag, Asad
Gate, New Market, Tejgaon,
Mohakhali, Mogbazar, P&T, Medical
College, Mothertek, Goran, etc.,

わが国の無償資金
協力で 12 ヶ所の揚
水ポンプ場が改修
されている。

終末処理場 1 ヶ所 Pagla 処理場

水処理方式：最初沈殿池＋通性池

汚泥処理方式：汚泥池（消化＋乾燥）

処理能力：日平均流量 96,000 m3/d
日最大流量 120,000 m3/d
時間最大流量 120,000 m3/d

計画水質：

BOD 濃度（流入 200mg/L、流出 50mg/L）

SS 濃度（流入 200mg/L、流出 60mg/L）

放流先：Buriganga 川

ポ ン プ 場 と 同 様
に、わが国の無償
資金協力により既
存施設に大幅な改
修工事を実施され
ている。

注）管路の延長、538km はゾーン IV の管路を除いたものを示す。ゾーン IV は小口径下水道で整備さ

れており、現有の Pagla 終末処理場へ接続する予定はない。

　以下に、各下水道施設について、さらに詳細な解説を加え、その維持管理状況につい

て記す。

(２) 下水管路施設

　既存下水管路施設の大半はダッカ市の南部地域に集中している。幹線管路は図２に示

されるように、Asad Gate 幹線、Hazaribag 幹線、Nawbganj 幹線の 3 つの幹線ルートに分

類される。南部ダッカにおける管径 300 ㎜以上の管路の延長は約 110 ㎞となっている。

下水管きょは、陶管、コンクリート管（ローカル製：RCC)、塩ビ管（PVC）が用いられて

いる。埋設年度の古い管路は 1960 年代にまで遡ることができる。

　維持管理マニュアルは特になく、管路の点検は計画的には実施されていないが、住民

から下水の溢水、漏水等の苦情が各 MODS ゾーン・オフィスの苦情センターに寄せられる
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と、現場監督者が問題となった管路を調べ、必要な管路の清掃、修繕を担当者に指示し、

清掃や修繕を実施している。管路が閉塞した場合には、まず竹製のロッド（長さ 10～

12m）を使用して、閉塞物を次のマンホールまで押し出す作業を行うが、この方法で解決

しない場合には、機材（吸泥車や高圧洗浄車）を使用して実施している。

　各ゾーン管理事務所別の管路に関する住民からの苦情及び清掃実績が毎月報告されて

いるので、その一例を以下に示す。ゾーン I、II、VI で多くの苦情が寄せられており、1

日平均で 5 件から 7 件程度となっている。苦情が寄せられているゾーンは旧市街地であ

る、管路の老朽化、管路の目詰まりなどにより、下水が速やかに排除されないことに起

因する問題がほとんどである。

　ヒアリングによると、各 MODS ゾーン・オフィスは、年に一度、清掃業者に依頼して、

管路の清掃、浚渫を実施している。原則として、清掃業者は作業員や機材の運転者を提

供し、DWASA は資機材を提供している。清掃箇所は、経験や住民からの苦情が多かった地

域を選定し、各 MODS ゾーン・オフィス毎に 22 人の現場監督を配置し実施している。し

かし、予算が限られているため清掃箇所も限られ、数ヶ月でまた問題が再発生するなど

根本的な解決にはなっていない。一方、幹線管路のうち、大口径の管路や水没区間の管

路の清掃はまったく実施されていない状況にある。

表６　管路に関する住民からの苦情及び清掃実績

ゾーン名 管路の目詰まり等の報告数 清掃作業実施箇所数 備　　考

I 147 147 旧市街地

II 147 135 旧市街地

III 0 0

IV 0 0

V 0 0

VI 151 151 旧市街地

計 445 433

Data: DWASA, ”Management Information Report, March 2000”

　以下に、現有管路施設が抱えている問題を整理し列記する。

・土砂・汚泥・固形廃棄物などの堆積により、管路（管きょ、マンホールなど）の閉

塞や破損が発生して、汚水が収集されず、近傍の側溝などへ汚水が流され、最終的

には近傍の河川、湖沼へ未処理のまま放流されている。

・下水管はトイレなどからの汚水を収集しているため、汚水濃度が一般に高く、水温

も高いため、管の腐食が発生しやすい状況にある。また、下水管の維持管理上の問
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題から、汚水が停滞して腐敗し、硫化水素の発生や有機酸の生成を招きやすいため、

コンクリート構造物も腐食されやすい状況にあるといえる。

・Asad Gage 幹線管路の大部分が湿地帯に位置し、年間を通じてほとんど水没してお

り、維持管理が事実上不可能な状況にある。

・Banani 地区から Gulshan 地区への伏越し施設（サイフォン）が損傷しているため、

Banani 地区で収集された汚水は Banani 湖へ直接放流されている。

・急激な都市化、無秩序な住宅建設などにより、既存の幹線管路の一部が住居敷下に

あり、マンホールの所在が不明となっている場合もあり、幹線管路の維持管理が困

難な状況がある。

・道路のオーバーレイ工事によりマンホール蓋がアスファルトで埋没しており、維持

管理が困難な状況がある。

(３) 揚水及び圧送ポンプ場

　ダッカ市には、圧送ポンプ場が 1 ヶ所、揚水ポンプ場が主要なもので 19 ヶ所あり、主

に遠心立型ポンプが採用されている。これらの内、Hazaribag LS、Nawbganj LS、

Faridabad LS、Old Narind PS における合計 12 台のポンプ、全てのポンプ場におけるス

クリーンチャンバー、発電機等は、1988 年～1990 年にわが国の無償資金協力によって改

修された。各ポンプ場には運転作業員が配置されており、1 人 1 日 8～12 時間の 2～3 交

替制により、マニュアル方式でポンプ運転が行われている。ポンプの運転時間、揚水量、

保守・点検、管理員等の運転管理状況は、記録簿に記録されている。

　以下に、直面している問題を整理し列記する。

・乾期にはポンプ場への流入下水量がかなり低下しているため、ポンプ場が有効に活

用されていない。

・ポンプ棟の老朽化により雨水がポンプ室内部に侵入し、洪水時には、既存の立型ポ

ンプの設置位置ではポンプが水没してしまう可能性が高い場合がある。特に、

Tejgaon 揚水ポンプ場。

・ポンプ棟の老朽化、または、ポンプ室に浸入した下水が腐敗して嫌気化し発生した

硫化水素の影響によるものか、ポンプ棟内部のコンクリートあるいはモルタル仕上

げ部が腐食し、またクラックも確認される。

・1988～1990 年に無償援助で整備されたものを除く一部のポンプの故障が多発し、ポ

ンプ特性も低下している。バキュームポンプの故障は、今回調査したほとんどのポ

ンプ場で確認された。

・流入管きょのレベルに対し、ポンプ井及びポンプの吸込管のレベルが高く、一部の
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ポンプ場で継続的なポンプの運転が不可能となっている。

・電力事情が悪いことから発電機は常設されているが、一部のポンプ場では故障した

まま放置されていたり、あるいは流入水量が不足しているためほとんど利用されて

いない状況がある。

　なお、ポンプ設備の現状については、聞き取り調査及び現地調査によって確認した結

果を表 7 に示す。

表７　ポンプ設備の現状

ゾーン ポンプ場 現状

Narinda P/S
(Old)

・6 台のポンプは全て操作可能な状態であるが、6 台中 1 台の
起動操作盤に不具合が発生しており、修理中である。
・バキュームポンプは故障中（スペアパーツ有り)。
・流入量の不足により、ポンプは一日の大半停止されてい
る。

Narinda P/S
(New)

・7 台のポンプは全て操作可能な状態である。
・バキュームポンプは故障中（スペアパーツ有り)。
・Narinda (Old)及び(New)P/S 双方合わせ 1 台のみの発電機
が完備されている。

Ⅰ

Saydabad L/S

・5 台のポンプは全て操作可能な状態であるが、その内 2 台
のポンプはそのポンプ特性が低下している。
・バキュームポンプは故障中（スペアパーツ有り)。
・発電機に問題はない。

Azimpur L/S ・2 台のポンプは全て運転が可能な状態である。

Ⅱ
Nawabganj L/S

・過去に焼損した 1 台は修復され、2 台のポンプは全て運転
が可能な状態である。
・1～1.5 時間の断続運転がされている。

Ⅴ Tejgaon L/S

・1988 年まで 5 台のポンプ全て運転が可能な状態であった
が、その後大洪水によりポンプが浸水し、現在 1 台のみ操
作可能な状態である。
・ポンプ場の構造上の問題だけでなく、躯体の劣化も著し
く、雨期になるとポンプの水没が多発する。
・バキュームポンプは故障中（スペアパーツ有り)。
・乾期には、流入水は少量でそのほとんどの期間ポンプは停
止されており、一方雨期には断続的に運転されている。

Ⅵ Bashaboo L/S

・過去に焼損した起動操作盤は修復され、5 台のポンプは全
て操作可能な状態である。
・流入水量が不足しており、常時 1 台が運転されている。
・バキュームポンプは故障中（スペアパーツ有り)。これまで
に浸水事故は発生していない。
・焼損した発電機が既存している。揚水ラインの一部が破損
している。
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(４) Pagla 終末処理場

　当終末処理場は、計画人口約 500,000 万人、計画水量約 50,000m3/日の安定化池法の施

設を 1978 年建設した。その後、わが国の無償資金協力により 1990 年に大幅に改修工事

を実施されているため、施設自体は、下表に示すように、特に大きな問題はなく、十分

機能している。しかし、開発調査報告書や要請書でも指摘されているとおり、終末処理

場が処理能力に応じた活用がされていないという問題がある。今回の調査でヒアリング

により確認したところ、流入量は乾期で約 36,000m3/日、雨期で約 45,000m3/日であり、

計画日平均処理水量（96,000m3/日）の 40～50％程度である。

　これは、下水管路やポンプ施設が老朽化、維持管理上の問題から、破損したり、閉塞

したりして、下水を終末処理場まで輸送できないからである。したがって、終末処理場

の本来の機能を有効に活用するためにも、破損している管路の補修・改修、管路内に堆

積した土砂・汚泥などの除去、ポンプ施設の修復などを早急に解決する必要がある。

表８　Pagla 終末処理場の主な処理施設の現状

施　設　名 現　　　況

揚水ポンプ 全て正常。３台のうち常に１台が稼動。

沈砂池 正常

最初沈殿池 全て正常。汚泥ポンプは定期的に修理。

通性池 正常。

放流ポンプ すべて正常。

消毒設備 すべて正常。

汚泥池 すべて正常。

　処理場の運転管理は、３交替で実施されている。処理場の職員構成は以下の表に示す

通りであるが、1998 年当時より３人増員されている。
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表９　Pagla 終末処理場の職員及び維持管理要員

職種または地位 職員数 職種または地位 職員数

Executive Engineer 1 Driver 2

Sub-division Engineer 1 Utility Man 2

Sub-assistant Engineer 3 Gardener 1

Microbiologist 1 Office Cleaner 1

Assistant Microbiologist 1 Wireless Operator 1

Sample Collector 1 Generator Operator 2

Foreman 1 Treatment Plant Assistant 6

Electrician 1 Pump Operator 8

Cashier 1 Helper 8

Typist & Clerk 2 Sewer Cleaner 13

Store Keeper 1 合　計 58

注）太字で示した職種・地位及び数値は 1998 年の調査と比較し増員したものを示す。

　その他の問題として、工場排水がある。下水道施設は、工場排水を、原則、受け入れ

ないことになっている。しかし、現実には未処理の工場排水が下水道施設に放流され、

Pagla 終末処理場に流入している。終末処理場への流入水の BOD5 濃度は、施設計画では

200mg/L と設定されているが、場内の水質試験室での定期検査の結果では、流入水の

BOD5 濃度は、乾季で 500～1,000 mg/L 程度、雨季で 500～700mg/L 程度と高く、工場排水

の混入による影響と考えられる。現在のところ処理水の平均 BOD5濃度は 40～80mg/L と計

画目標値 50mg/L のレベルを維持している。これは、流入水量が当初計画の 40％程度しか

なく、流入汚濁負荷量として許容範囲内にあるためと考えられる。ただし、BOD5 濃度は

処理場内の水質試験室で週に一度測定しているだけであり、水質検査器具、試薬などが

十分でなく、測定値の精度を上げる必要性はある。

　既存の下水道施設に流入している工場排水源は、主に、Tejgaon 工業地域と Shampur 新

工場地域（Pagla 終末処理場の周辺）からのものである。主な業種について、聴いたとこ

ろによると、印刷業や染物業などを挙げている。工場排水がどれだけ下水道施設に排水

されているか、その実態はまったく不明である。98 年社会開発調査によると、工場のほ

とんど全ては除害施設を設置せず、未処理の工場排水をそのまま、既設の下水道管路も

しくは側溝などに排出している状況にある。

　工場排水は、DOE (Department of Environment) が監督する立場にあるが、法律はあ

るものの取り締まりは実施されていない。DWASA には法的権限がなく、工場排水の違法な

下水道への接続に悩まされているのが現状である。現時点では、工場排水の混入による、
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生物処理性能への悪影響は観察されていないようであるが、毒物や重金属が混入すれば、

この処理場が生物処理方式を採用している限り、その処理性能が阻害されるため、工場

排水の混入の実態を今後調べることが重要となってこよう。また、下水管路やポンプ場

の機能を回復させ処理場への流入汚水量が増加すれば、流入汚水濃度が計画値よりかな

り高いことから、処理場の流入負荷量は上昇し、計画目標処理水質の確保が難しいこと

も想定される。したがって、今後はますます、原則に立ち返って、工場排水の下水道施

設への受け入れを厳格に制限することが求められよう。
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3. 3. 3. 3. プロジェクトの内容プロジェクトの内容プロジェクトの内容プロジェクトの内容

3.13.13.13.1　要請の内容　要請の内容　要請の内容　要請の内容

3.1.1　清掃機材

　既存下水管路において、スラッジなどが堆積しているため下水の流下が阻害されているとい

う問題を抱えているものの、清掃作業量に比較して、清掃機材の設置数あるいは機材の能力の

不足、清掃技術の問題などから、スラッジの除去などの維持管理業務に支障をきたしている。

そこで、DWASA は清掃機材を新規に導入し、清掃作業方法の改善を図りながら、実際の清掃作

業を通して、維持管理業務の教育を実施したいと切望している。要望している清掃機材の内容

を表 10 に示す。

表 10　清掃機材の要請内容

項目 機材仕様 要請機材 保有機材

Vacuum Cleaner with Dehydration System
（脱水機付吸泥・揚泥車）

30m3/min×4t 6 6

Water Jet Cleaner（高圧洗浄車）
250H/min×150kg/m2×

3t tank×4t
3 5

Water Tanker（給水車：高圧洗浄車への水
を補給する等の役目）

4t 9

Sludge Hauling Dump Truck（汚泥運搬用
トラック）

4t 3

Service Truck（汎用トラック） 2t 3

Generator（自家発電装置:水中ポンプ及び
送風機等の運転用）

40kVA 3

Submersible Pump（汚水水中ポンプ：中継
用）

φ100×1m3/min 6

Blower（送風機：マンホール内換気等に使
用）

6

Gas Detector（有毒ガス検知器） 6

High Pressure Flexible Drain Pipe（耐
高圧弾性排水パイプ）

φ100×150m×15kg/cm2 3

Appurtenances（付属品）
Power Cable, Lightning
Equipment, Manhole Lifter,
etc.

3

（保有機材の数量は DWASA からの聞き取り調査による。）
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3.1.2　下水管路及び関連施設

　先方政府から要請されている幹線管路は、図１及び図２の双方に示すとおりである。表 11

に現状の問題点を提示するとともに、当初、最終要請別にその内容を示した。最終要請は、特

に 1998 年の洪水災害により施設が著しく損傷したため、一部の施設が追加された内容となっ

ている。表 11 に示された①の要請項目は、北部ダッカ下水道整備計画のフィジビリティ調査

における提言及びバングラデシュ側の PCP（Project Concept Paper）には含まれているが、

本プロジェクトの要請書にはその項目が記載されていない。②及び④→④ ’区間については、

下表に示される問題点は本調査でも明らかとなっており、DWASA と協議した結果、本件プロ

ジェクトに要請項目を追加することになった。また、⑥→⑦区間については、Saydabad 浄水

場建設が先行したため、世銀の南部ダッカ下水道整備計画のフィジビリティ調査で提言された

この区間の実施は先送りとなった経緯がある。

表 11　下水管路及び関連施設の要請内容

項目 既存施設仕様 計画施設仕様
当初要請
項目

最終要請
項目

現状の主な問題点

① －
面整備

約 10 ㎞
○※

・下水道未整備

・湖沼への汚水流出

② 伏越しﾏﾝﾎｰﾙ 伏越しﾏﾝﾎｰﾙ ○
・伏越しﾏﾝﾎｰﾙの破損

・湖沼への汚水流出

③→④
RC600 ㎜

×1,580m

RC700 ㎜

×2,615m
○ ○

・ほとんどの区間はｱｸｾｽ
困難あるいは不可能

④→④’ 約 1,000m ○

・破損箇所多い

・ほとんどの区間はｱｸｾｽ
困難あるいは不可能

④’→⑤

ﾚﾝｶﾞ積 900 ㎜
×3,720m

RC1,000 ㎜

×4,015m
○ ○

・破損箇所多い

・ほとんどの区間はｱｸｾｽ
困難あるいは不可能

⑤→⑥
ﾚﾝｶﾞ積 1,200
㎜×2,743m

RC1,200 ㎜

×3,370m
○ ○

・破損箇所多い

・ほとんどの区間はｱｸｾｽ
困難あるいは不可能

⑥→⑦
ﾚﾝｶﾞ積 1,350
㎜×6,000m

約 6,000m ○
・Pagla S.T.P 周辺破損
個所多い

例）①Baridhara Area, ②Banai – Gulshan Area 間のサイフォン ③Gulshan Area, ④Tejgaon Ls,

④’Tejgaon Ls から下流へ約 1 ㎞地点, ⑤Bashaboo Ls, ⑥Saydabad Ls, ⑦Pagla S.T.P

　※開発調査 F/S における提言及びバングラデシュ側の PCP（Project Concept Paper）には含まれて

いるが、本プロジェクトの要請書には要請項目として記載されていない。

図
２
　
主
要
幹
線
系
統
図
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3.23.23.23.2　プロジェクトの目標　プロジェクトの目標　プロジェクトの目標　プロジェクトの目標

　本件のプロジェクトの目標は、損傷や老朽化などにより機能不全を起こしている既存の主要幹

線管路およびその関連施設を改築し、管路の清掃機材を導入・強化し、さらに面整備を拡大する

ことにより、ダッカ市の生活衛生環境を改善し、今後水道水源として期待される表流水の汚染を

防止することにある。

3.33.33.33.3　プロジェクトの実施体制　プロジェクトの実施体制　プロジェクトの実施体制　プロジェクトの実施体制

3.3.1　組織

　下水道事業の実施機関は DWASA であり、地方行政・農村開発共同組合省の監督下にある。

DWASA はダッカ市の下水道事業だけでなく、上水道事業も所管している。図３には DWASA の全

体組織を示す。

　2000 年 5 月現在 DWASA では、運営・維持管理（旧：技術）部門 2,188 名、管理部門 53 名、

財政部門 553 名、計画・研究開発部門 350 名、合計 3,144 名が在籍している。これを JICA の

社会開発調査時である 1996 年 12 月時点と比較してみると、全体で 120 名削減、財務部門で

140 名削減、計画・研究開発部門 218 名削減と人員削減を進める一方、運営・維持管理部門

245 名増と施設の維持管理体制を強化しているようである。
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3.3.2　財務

　DWASA は、上下水道施設の改修・改築、拡張等を含む施設整備に必要な資金については、バ

ングラデシュ国政府の補助金を全面に受けて実施しているが、施設の運営維持管理については、

上下水道料金などによる収入で運営維持管理している。

(１) 財務状況

　DWASA の 1995 年から 1999 年までの財政収支を表 12 に示す。DWASA は 1995 年から 1997

年までは赤字経営であったが、1998 年からは有収水量の増加に伴い、上下水道の料金徴

収による収入が増え、黒字経営に転じている。これは、DWASA が水道料金徴収システムや

給水サービスの質的向上を目的とした「Crash Metering Program｣、｢Leak Detection

and Reduction Program」に従い、全計量制に向け集中的に量水器の設置を促進してきた

こと、あるいは漏水削減を強化してきたことによる結果だと考えられる。また、上記の

組織でも述べたように、職員の人員を全体で削減する一方、維持管理部門への配置転換

を進め、サービス向上の努力をしていることも一因であろう。

(２) 料金徴収の状況

　主な収入源である上下水道料金の徴収の状況をみると、昨年度（1998 年 7 月～1999 年

6 月）の上下水道料金徴収実績では、請求額 1,143,144,000 Tk、徴収額 866,116,000 Tk、

未徴収の累積残高（繰越金）800,881,000 Tk となっており、金額ベースの徴収率は

75.8％、累積残高は年間請求額の 70％に達している。さらに、本年度（1999 年度）の上

下水道料金徴収状況を下表に示す。金額ベースの月別徴収率は 55％～74％程度である。

累積の未徴収金の総額は、2000 年 3 月時点で 1,187,647,000 Tk に達しており、毎月の請

求額の 8～10 倍となっている。
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表 12　収支決算表

1995 1996 1997 1998 1999
給水量給水量給水量給水量
浄水量（×1,000m3） 275,326 292,920 303,421 314,488 337,191
有収水量（×1,000m3） 152,563 151,106 166,882 177,114 198,943
無収水量（×1,000m3） 122,763 131,814 136,539 137,374 138,248
無収水率 45％ 45％ 45％ 44％ 41％

収入　収入　収入　収入　（（（（Tk in lakh)Tk in lakh)Tk in lakh)Tk in lakh)
水道料金 5,584.03 5,370.50 5,690.41 6,913.22 7,771.44
下水道料金 2,520.60 2,519.42 2,713.51 3,190.96 3,392.88
各戸水道接続料金 93.04 83.65 104.82 65.68 42.94
各戸下水道接続料金 7.87 8.08 10.77 5.99 5.18
消火栓 29.68 238.13 234.48 294.38 267.16
水直売 12.73 10.64 19.82 13.74 16.77
水道メーター販売 145.27 126.52 160.55 116.12 78.39

収入計収入計収入計収入計 8,393.228,393.228,393.228,393.22 8,356.948,356.948,356.948,356.94 8,934.368,934.368,934.368,934.36 10,600.0910,600.0910,600.0910,600.09 11,574.7611,574.7611,574.7611,574.76

支出支出支出支出  (Tk in lakh)  (Tk in lakh)  (Tk in lakh)  (Tk in lakh)
直接経費直接経費直接経費直接経費
電力費 2,585.92 2,872.62 3,027.54 2,834.21 2,975.81
薬品費 173.76 98.55 181.19 161.49 67.87
修理費 757.07 365.53 664.76 1,388.45 737.05
直接人件費 670.57 780.15 810.15 940.74 1,047.27
雑費 729.93 932.34 915.11 882.47 1,044.88

小計小計小計小計 4,917.254,917.254,917.254,917.25 5,049.195,049.195,049.195,049.19 5,598.755,598.755,598.755,598.75 6,207.366,207.366,207.366,207.36 5,872.885,872.885,872.885,872.88
間接経費間接経費間接経費間接経費（運営費）（運営費）（運営費）（運営費）
人件費 661.98 807.17 772.63 893.27 867.75
雑費 175.98 194.39 140.93 193.79 232.00
保険費 1.28 5.01 0.00 0.00 5.69
不良債務 810.46 788.99 864.34 1,039.86 1,143.15

小計小計小計小計 1,649.701,649.701,649.701,649.70 1,795.561,795.561,795.561,795.56 1,777.901,777.901,777.901,777.90 2,126.922,126.922,126.922,126.92 2,248.592,248.592,248.592,248.59

支出計支出計支出計支出計 6,566.956,566.956,566.956,566.95 6,844.756,844.756,844.756,844.75 7,376.657,376.657,376.657,376.65 8,334.288,334.288,334.288,334.28 8,120.478,120.478,120.478,120.47

減価償却差引前収益 1,826.27 1,512.19 1,562.71 2,265.81 3,454.29
減価償却 1,279.36 1,348.76 1,403.34 1,491.28 2,225.76
営業利益 546.91 163.43 159.37 774.53 1,228.51
その他収入 532.54 613.04 631.68 669.59 943.55
利息差引前収益 1,079.45 776.47 791.05 1,444.12 2,172.06
利息 1,280.87 1,192.66 1,125.97 1,158.85 1,586.10
純利益 201.42 416.19 (334.92) 285.27 585.96
国庫払戻 10.00 10.00 0.00 0.00 0.00
利益 (211.42)(211.42)(211.42)(211.42) (426.19)(426.19)(426.19)(426.19) (334.92)(334.92)(334.92)(334.92) 285.27285.27285.27285.27 585.96585.96585.96585.96
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表 13　月別上下水道料金徴収状況　　　　（単位:1,000 Tk）

年 月 請求額 徴収額 未徴収累積残高 徴収率 備考

1999 7 101,337 65,338 791,528 64.4％ (×7.8)

8 106,162 57,996 839,694 54.6％

9 101,080 63,549 877,225 62.9％

10 101,993 62,411 916,807 61.2％

11 108,833 67,817 957,823 62.3％

12 105,285 78,229 1,062,287 74.3％

2000 1 105,076 62,376 1,104,987 59.4％

2 114,268 70,967 1,148,288 62.1％

3 115,691 76,332 1,187,647 66.0％ (×10.27)

Data:DWASA“Management Information Report for the Month of March 2000”

(３) 下水道料金体系

　下水道料金体系は、下表に示したとおりである。メータ設置の場合には、水道使用量

と連動しており、水道料金と同額の料金を徴収している。なお、表中の（　）内の数値

は、比較のため、開発調査時点 1996 年の料金を示した。

表 14　下水道料金

メータ設置
カテゴリー メータ未設置

1,000Gallons 当り 1,000Liters 当り

一般家庭用及び公共用途用
（上下水道あり）

18.71 Tk

(16.55 Tk)

4.13 Tk

(3.67 Tk)

商業用及び工業用

(上下水道あり)

26.7％ (23.77％) of
Annual Valuation of
Holding 60.77 Tk

(54.09 Tk)

13.39 Tk

(11.92 Tk)

下水管に未接続だが、約 30m
以内に公共下水道管がある場
合

9.62％ (8.56％) of Annual Valuation of Holding

下水管のみ接続 26.70％ (23.77％) of Annual Valuation of Holding

最低料金 21.35 Tk／月

Data:DWASA“Management Information Report for the Month of March 2000”

　DWASA では、料金の徴収率を上げるための特段の方策は立てていない。大口の未支払い

者は、工場や官公庁及び官舎などであるが、ヒアリングによると、官公庁からの未払い

累積額は 290 million Tk となっている。総累積額が 2000 年 3 月時点で 1,188 million
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Tk であるから、官公庁の未払い分は全体の約 25％を占めていることになる。未払い者に

対する罰則規定はないが、5,000Tk を超える金額を滞納したとき、あるいは 4 ヶ月支払い

がない場合には、督促状を出し、それでも支払いがない場合には、一ヶ月間の猶予を与

えた後、水道水の供給を停止する措置を取っている。また、水道メータを壊したり、改

造したりした場合には、10,000Tk を徴収している。

(３) 水道メータの普及状況

　DWASA は水道メータの普及に努めている。水道メータ普及状況は、2000 年 3 月現在、

対象となる 182,671 箇所（政府関係機関 2,254 箇所を含む）のうち、メータが設置され

ているのは 128,968 箇所（政府関係機関 1,597 箇所を含む）で、メータを設置していな

いのは 53,703 箇所（政府関係機関 657 箇所を含む）である。したがって、メータ設置率

は約 70％である。ただし、ここでいうメータは各家庭に設置されているのではなく、あ

る小区画の単位、例えばアパート一棟、雑居ビル一棟に接続するバルクメータである。

(４) 下水道への接続料金

　各家庭が公共下水道へ接続するための費用は、利用者負担となっている。接続費用は

下表の通りで、下水管の口径及び用途別（住居用と商業用）に設定されている。なお、

下水道管路が各戸 100 feet（約 30m）以内に下水管が敷設された場合には、家屋の評価

額（DCC が毎年設定）の 9.62％を下水道料金として支払うよう義務づけられている。し

たがって、下水管が直近に敷設された場合には、接続していなくても支払わなければな

らないため、やむを得ず下水管へ接続するようになるとのことである。

表 15　下水管接続料金（単位：Tk）

接続管口径 住居用 商業用 備  考*

4 (10mm) 200 250 US$ 4.00 – 5.00

6 (15mm) 500 500 US$ 10.00

7 (18mm) 1,000 1,000 US$ 20.00

*: US$1=50Tk.とした場合（調査時点の交換レートにもとづく）
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3.43.43.43.4　プロジェクトの必要性、妥当性及び緊急性　プロジェクトの必要性、妥当性及び緊急性　プロジェクトの必要性、妥当性及び緊急性　プロジェクトの必要性、妥当性及び緊急性

3.4.1　管路施設の清掃機材

　DWASA が現在保有している主な下水管清掃のための機材は、揚泥・吸泥車 6 台、高圧洗浄車

5 台、汚泥脱水機 9 台で、これらは下表のとおり各ゾーン事務所に配属されている。

表 16　下水管路の主な清掃機材の保有状況

ゾーン 揚泥・吸泥車 高圧洗浄車 汚泥脱水機 備　考

I 1 1 2

II 2 1 2

III 1 1 1

IV 1 - -

V - 1 1

VI 1 1 3

計 6 5 9

Data：DWASA

　管路の維持管理は、各 MODS ゾーン事務所が実施しており、簡単な清掃で済むような場合に

は竹製のロッド（長さ 10～12m）を使用しているが、それ以外は上記の機材を使用して清掃を

実施している。また、年に一度、清掃業者に依頼して、管路の清掃、浚渫を実施している。そ

の際、DWASA は現場監督を配置し、清掃業者に機材を提供したうえで、清掃業者に作業員や機

材の運転者を提供させて実施している。

　このように、DWASA は既に人力と機械式を併用した方法で管路を清掃している。したがって、

下記のような要請された資機材を利用することは十分可能と思われる。しかし、既存の下水管

路のあちらこちらで既に目詰まりを起こしている状況から、要請された資機材を早急に導入し、

既存管路の流下能力を回復させる必要がある。その際、清掃技術の向上のためにも実地トレー

ニングを実施しながら、清掃維持管理のノウハウや基本的な考え方を、清掃に従事する者とそ

の責任者に浸透させる必要があろう。清掃現場に立ち会う機会があったが、高圧洗浄車で目詰

まりを起こした管きょを洗浄して下流側に押し流そうとしているだけであり、一時的な問題解

決しか図ってないように見受けられた。また、管路が目詰まりを起こしている原因のひとつに

は、下水管へのゴミ投棄などがあるが、管路の清掃を DWASA が積極的に取り組み、PR 活動な

どを通して、下水管路はゴミを投棄するところではないことを市民に知らせる努力が必要であ

ろう。そのためには、まず、下水管路ではいつでも汚水がスムーズに流れていることを市民に

示すことが大切であろう。

　これら要請された資機材を使って清掃すれば、一般的には、つぎのような清掃作業を効率よ
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く実施可能となると考えられる。一般の管路では、高圧洗浄車、吸泥車及び給水車との組み合

わせで、高圧洗浄車により加圧された水を先端ノズルから噴射させ、土砂を下流側マンホール

に集め、これを吸泥車で吸い上げる方法で行う。堆積土砂等が多い場合には、これらを人力ま

たは強力吸引車を用いて取り除く。ますや取り付け管では、高圧洗浄車と揚泥車の組み合わせ

で清掃を行う。伏越しでは、伏越し室の底部に設けてある泥だめに堆積した土砂などを、人力

または強力吸引車を用いて取り除く。なお、堆積土砂等が多く、長時間滞水しているような場

合には、伏越しやマンホール内で酸素欠乏や硫化水素が発生する危険度が高いので、ガス検知

器で管路内に入る前に調べ安全性を確認し、さらに送風機等の利用により換気を行いながら清

掃作業を行う。

3.4.2　主要な幹線管路および関連施設の改修・改築

　｢ダッカ北部下水道整備計画調査（1998 年 7 月）」でも報告されているとおり、Pagla 終末

処理場への流入水量は、依然として処理能力に対し低い。今回のヒアリングによると、その流

入量は乾期で約 36,000m3/日、雨期で約 45,000m3/日であり、日平均水量としての処理能力

（96,000m3/日）の 40～50％となっている。1990 年に Pagla 終末処理場が整備され、10 年経過

した現在でも有効に活用されていないといえよう。

　これは、上記の清掃機材で述べたように、管路やその関連施設が、老朽化や維持管理上の問

題、あるいは市民のモラルの低さから、下水管が恒常的に閉塞し、さらに一部の幹線管路が閉

塞や破損により下水を流下する能力が極端に低下し、終末処理場まで輸送されない状況が改善

されないからである。このようにして、終末処理場までの途中で放置され停滞した汚水は、生

活環境・水環境に深刻な悪影響を及ぼしている。

　このような深刻な事態を解消するためには、破損している管路の改修・改築、堆積した土

砂・汚泥・ゴミの除去、ポンプ施設の修復などを、早急に実施することが求められている。

3.53.53.53.5　適切な協力内容　適切な協力内容　適切な協力内容　適切な協力内容・規模・規模・規模・規模・範囲・範囲・範囲・範囲

　今回の調査で最終確認した要請内容の全てのコンポーネントは、無償資金協力の対象としては

規模が大きすぎると考えられる。このため、B/D の初期段階に詳細な調査を実施し、技術面、経

済性、施工性等を考慮して、無償資金協力で実施するのに相応しいコンポーネントを選定する必

要がある。なお、現地での事前調査の段階では、主として時間的意味での優先度について確認を

行い、①機材、②主としてダッカ中部の管路の改修、新設、③南部地域 Pagla 終末処理場までの

管路の改修、新設、④Baridhara 地区における下水管路面整備―の順とした。

　特に、上記④の Baridhara 地区の下水管路については、開調 F／S での提言及びバングラデ

シュ側の PCP（Project Concept Paper）には含まれているが、本計画の要請書「北部ダッカ下
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水網緊急整備計画」には要請項目としては記載されていない。Baridhara 地区周辺の湖沼の水質

を改善するためには、実施の必要性は認められる。しかし、その下流から処理場までの管路が

“閉塞している”状況であり、Baridhara 地区のみを先行させる意義は小さく、かつ緊急性も他

地区に比べ低いと判断されるため、優先順位は低いと両者で確認され、第 4 位の優先度となった

ことを付記する。

3.63.63.63.6　プロジェクトの期待される効果　プロジェクトの期待される効果　プロジェクトの期待される効果　プロジェクトの期待される効果

　ダッカ市の旧市街地を中心とする南ダッカは、下水道が整備されているにもかかわらず、市民

のモラルが低く、維持管理も不十分なため、下水管が目詰まりし、直近の生活環境から汚水を速

やかに排除できなくなっている。停滞した汚水は嫌気化し、悪臭が発生するなど深刻な衛生問題

となっている。また、北部ダッカに位置しているものの現有の下水道システムに接続されている

Gulshan, Bananni 地区からの汚水は、伏せ越しや幹線管路の破損や Tejgaon 揚水ポンプ場が故

障しているため、Pagla 終末処理場まで到達していない。

　このような最悪の状況を改善するため、清掃機材供与および清掃技術などのソフト支援を行い、

破損または維持管理上問題のある幹線管路の改修を実施すれば、現有の下水道施設の持つ能力を

回復することができ、ダッカ市民の衛生環境は改善されることが期待される。また、バングラデ

シュ国が自己財源で実施中あるいは実施予定である、ポンプ場のリハビリ・改修、Nawbganj LS～

Narinda PS 間の幹線管路の改築（既設管路を新管路に交換：今年から 2 年間の予定実施）のプ

ロジェクトと連携することになり、旧市街地を中心とした南部ダッカからの汚水も増加し、

Pagla 終末処理場の処理能力に見合った下水が流入することも期待され、ダッカ市の汚水排除と

処理が効果的に実施され、処理場を有効利用することになると期待される。さらに今回のプロ

ジェクト対象となっている Baridahara 地区の面整備を進めれば、生活環境はさらに改善される

ことになる。

　本件プロジェクトによる裨益人口は、少なくとも約 1,251,000 人と想定される。これは、開発

調査による緊急プロジェクトで推定した 2005 年の人口に基づいており、Baridahara 地区の拡張

区域内人口約 26,000 人、既整備地域内人口を 1,225,000 人（南部地域 934,000 人、北部地域

291,000 人）と推定している。なお、この裨益人口には、今回プロジェクトの検討対象として新

たに加わった、Saydabad LS から Pagla STP 間の幹線管路によるものや、清掃機材の導入による

ものは、含まれていないため、少なくとも裨益人口としては、上記の人口以上と想定される。
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４４４４. . . . 案件実施に際しての留意点案件実施に際しての留意点案件実施に際しての留意点案件実施に際しての留意点

4.14.14.14.1　基本設計調査の進め方　基本設計調査の進め方　基本設計調査の進め方　基本設計調査の進め方

4.1.1　調査範囲と内容

　本件プロジェクトのコンポーネントは清掃機材導入計画と下水道施設の改善・整備計画の二

つに大別される。本件プロジェクトの規模、内容、必要な調査事項を想定すると、少なくとも

30～40 日の現地調査を 2 回実施する必要がある。工程は 1 回目の調査では施設の現況調査と

機材計画の策定、2 回目で管路計画・設計となる。

4.1.2　工程及び要員構成

(１) 工程計画

　想定される全体スケジュールは以下の表に示したとおりである。

表 17　B/D 調査工程

月数
項目

1 2 3 4 5 6 7 8

事前準備
第 1次現地調査
第 1次国内解析
第 2次現地調査
第 2次国内解析
IC/R 説明
B／D概要説明
報告書要約
報告書提出

注)　　：現地調査、 　：国内解析

(２) 要員構成

　要員の構成は、現時点では以下の通りと考えられる。

ａ）業務主任／下水道計画

ｂ）下水道維持管理計画

ｃ）管路施設計画

ｄ）積算／調達／施工計画

　現地調査は全員で実施し、B/D の概要説明はｄ）の要員を除く者で担当することになろう。
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4.24.24.24.2　技術協力　技術協力　技術協力　技術協力・技術支援の必要性・技術支援の必要性・技術支援の必要性・技術支援の必要性

　DWASA の実施体制には問題が多い。本計画の実施に際しては、技術協力あるいは、無償サイド

による技術支援（ソフトコンポーネントまたはソフト支援無償）が不可欠と言ってよい。B／D

派遣前までには日本側関係者、各機関・部の調整を行った上で、何らかの対処方針を先方に示す

必要があると考える。

4.34.34.34.3　その他の留意点　その他の留意点　その他の留意点　その他の留意点

　計画対象の幹線管路は、現状とは全く違った路線ルートに設置されることになる。EIA の調査

結果でも指摘されている通り、計画された路線ルートは既存の道路下であるため、工事期間中、

交通渋滞を引き起こす可能性が大きい。そこで、施工方法について検討の余地があると思われる。

　DWASA から要請のあった機材は、前記の表 10 で示した通りであるが、B/D の際には、DWASA の

本部だけでなく、管路を実際維持管理している MODS ゾーン・オフィスの清掃担当者からも情報、

意見を収集し、実際に必要となる資機材の仕様を決める必要があろう。例えば、要請リストでは

脱水機付吸泥・揚泥車や高圧洗浄車について比較的規模の大きなものが要望されているが、旧市

街地のように狭い通りでも利用できる、小規模の清掃機材の導入も考慮する必要があろう。

　本要請プロジェクトに関わる既存施設の改修・改築の計画の一部については、世銀の報告書

“Final Feasibility Study Report of Improved Sanitation Services”でも事業化を検討して

いるので、今後の B/D の段階では参考にすべきであろう。なお、事前調査時に、世銀と情報交換

を行ったが、直接の担当者と情報交換ができなかったため、今後連絡を取りながら進める必要が

あろう。
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附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料附　属　資　料

1111　調査団リスト　調査団リスト　調査団リスト　調査団リスト

2222　調査日程　調査日程　調査日程　調査日程

3333　面談者リスト　面談者リスト　面談者リスト　面談者リスト

4444　協議議事録　協議議事録　協議議事録　協議議事録（英文（英文（英文（英文))))

5555　質問表一覧　質問表一覧　質問表一覧　質問表一覧

6666　収集資料リスト　収集資料リスト　収集資料リスト　収集資料リスト
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